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5バルザックにおける『キリストにならいて』
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（De la conversation intérieure）（32）をじっくり読んで省察するように言いつけられる（p. 252）。
実は、第３巻第１章は、「イエス・キリストと忠実な魂との内なる対話について」（De l’entretien 












































































































る）（CH, t. VIII, p. 278, 279, 323）であり、「慰めの兄弟会」のモットーとして用いられている。
これは『使徒言行録』10章38節（t. VIII, p. 1384, note）に記された言葉で、カイサリアの百人隊
長コルネリウスの家に招かれたペトロが、「イエスは、あまねく地方を巡って善を行い、悪魔に




























＊ 本論は、拙著 Séraphîta et la Bible｠ : Sources scripturaires du mysticisme balzacien, Paris, 
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